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長
一
症
の
一
経
済
墜
界
に
於
け
る
一
の
傾
向
は
、
理
論
の
儒
の
理
論
の
構
成
に
没
頭
し
勝
ち
な
鈷
で
怠
る
o
数
年
前
、
キ
ヤ
ナ
γ
円
以
援
ぽ
此
の
傾
向
を
戒
し
め
て
、
経
済
埋
論
は
現
賓
の
趨
済
問
題
を
解
決
し
符
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
述
べ
た
o
長
一
涯
の
ア
メ
リ
カ
の
間
済
曲
学
者
は
E
に
此
の
警
告
に
臆
じ
た
か
の
如
く
)
現
在
彼
等
が
常
面
し
て
居
る
諮
問
題
点
ぞ
研
究
し
も
夫
れ
に
鈍
し
て
何
等
か
の
解
決
を
興
へ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ο
そ
し
て
此
れ
が
導
ぎ
の
総
と
し
て
正
し
き
趨
済
理
論
の
研
究
に
諸
手
し
冶
共
の
局
に
は
従
来
認
容
さ
れ
白
米
っ
た
臨
済
理
論
も
一
際
再
吟
味
の
溜
上
に
上
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
o
乙
-
A
に
紹
介
吃
ん
と
す
る
カ
ー
ル
・
-7・
ピ
ル
の
論
文
は
か
L
る
最
近
の
ア
メ
リ
カ
経
済
墜
界
の
傾
向
を
一
不
す
代
表
的
な
も
の
の
一
と
し
て
注
目
す
る
に
値
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る。
一
二
回
解
済
堅
苦
は
今
や
現
代
の
経
済
現
象
に
会
ぎ
れ
て
ゐ
る
諮
問
題
を
解
決
す
る
掃
に
、
現
代
の
組
済
現
象
を
分
析
ず
る
必
要
r
L
直
面
し
て
居
る
。
若
し
も
一
般
に
部
容
さ
れ
た
組
済
理
論
を
現
代
の
鯨
漕
問
題
の
分
析
に
趨
用
L
而
も
誼
品
開
な
解
決
が
得
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
五
口
々
は
一
歩
港
ん
で
夫
れ
を
再
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
そ
こ
で
五
日
々
は
出
議
黙
に
於
て
、
ジ
ョ
セ
フ
-
y
z
ム
ベ
ー
タ
ー
が
以
下
の
如
く
述
ベ
て
一
腐
る
と
て
、
夫
れ
を
引
用
し
て
居
る
T
-
w
-
A
Y
チ
ゾ
ソ
y
氏
と
は
見
解
を
異
に
し
て
民
る
o
邸
ち
γ
ュ
ム
ベ
ー
タ
1
の
言
ふ
露
は
、
『
可
成
り
長
い
間
五
口
々
は
新
し
い
路
を
求
め
、
組
闘
争
的
背
景
を
探
究
し
方
法
に
就
て
論
争
し
、
根
本
的
な
見
地
及
立
場
を
代
表
し
且
つ
擁
護
し
‘
一
般
に
程
済
現
諭
を
、
宛
も
夫
れ
が
折
口
堅
l
l
犬
れ
は
各
人
が
自
分
自
身
の
ド
グ
マ
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
根
本
的
に
呉
つ
註
一
た
醐
慨
す
郊
を
も
っ
て
ゐ
る
i
lで
で
も
あ
る
か
の
如
く
探
究
し
た
己
と
o
ハ
γ
チ
Y
ソ
γ
氏
は
こ
の
一
同
じ
引
用
文
の
後
b
T
を
復
請
す
る
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を
忘
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目
的
る
o
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こ
で
は
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ベ
ー
タ
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ο
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(
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ち
組
済
問
明
的
分
析
の
矯
に
は
)
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定
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形
態
の
論
理
が
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ら
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ね
ば
な
ら
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の
で
、
夫
れ
が
な
け
れ
ば
五
日
々
は
一
定
の
所
輿
の
時
期
に
若
々
が
岱
国
す
ろ
・
掲
の
問
題
を
表
現
す
る
信
頼
す
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傍
械
と
か
墜
訟
を
移
諮
る
事
ば
出
栄
な
い
の
で
あ
る
。
五
日
々
は
、
最
初
の
誤
解
に
針
す
る
安
全
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と
じ
て
、
何
時
も
ア
ダ
ム
と
イ
1
グ
の
昔
に
立
遅
ら
し
め
ら
れ
る
事
た
く
、
叉
十
位
ロ
来
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↑
一
=
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び
・
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約
さ
れ
た
論
争
を
分
析
す
る
の
嬰
も
な
そ
し
て
、
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た
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活
動
の
活
に
山
開
設
し
得
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あ
ち
う
隠
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何
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有
掛
川
な
蒸
燃
も
輿
へ
ら
れ
な
い
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あ
ら
う
占
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然
し
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'
に
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し
て
は
、
組
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で
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し
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誌二一
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の
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凶
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。
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誌
科
目
引
に
於
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も
、
叉
但
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て
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、
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ら
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閣
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方
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れ
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、
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益
々
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期
に
喪
這
せ
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極
湾
威
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説
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於
て
、
五
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。
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検
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問
題
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帆
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す
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解
答
は
そ
の
問
題
を
定
式
化
す
る
事
に
よ
っ
で
可
成
り
漆
恋
さ
れ
、
而
し
で
此
0
・
問
題
。
定
式
化
は
一
既
に
概
念
の
志
摩
!
の
中
に
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ま
れ
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足
る
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法
論
上
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問
涯
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、
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い
に
拡
貨
の
問
顕
で
あ
る
Q
』
註
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ワ
ル
ラ
ス
か
ら
カ
ツ
セ
ル
に
至
る
金
理
論
家
の
言
設
が
、
技
術
上
の
諸
事
賞
、
或
ひ
は
心
理
的
諸
経
験
;
:
:
、
及
び
市
場
に
於
け
る
償
浴
形
成
の
話
料
験
を
表
現
し
て
居
る
限
り
に
品
川
て
、
吾
止
は
乙
の
標
題
の
下
に
ワ
ル
ラ
ー
よ
り
カ
ヅ
セ
伊
に
去
る
会
理
論
家
を
包
括
す
る。
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参
照
設
六
T
F
ク
ス
及
彼
の
後
綴
者
逮
樫
済
閣
申
の
費
目
出
史
に
簡
四
単
に
踊
れ
る
事
ば
此
の
貼
を
明
か
に
す
る
で
あ
ら
う
o
勿
論
ニ
L
で
は
此
れ
に
開
ず
る
論
及
は
む
し
ろ
簡
潔
で
且
つ
一
見
し
た
底
皮
相
な
も
の
に
見
え
る
で
あ
ら
う
o
と
一
一
言
ふ
の
は
、
此
の
序
言
の
目
的
と
す
る
同
胞
は
、
経
済
理
論
の
費
出
院
を
改
め
て
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
直
営
な
償
値
理
論
が
定
式
化
さ
れ
る
基
礎
を
示
ナ
事
で
あ
る
o
筆
業
枇
禽
の
費
展
の
各
時
期
は
、
話
極
済
理
論
を
件
っ
て
居
る
G
歴
史
コ一六
的
構
讃
の
中
に
於
て
、
此
鑑
識
理
論
及
宍
等
の
中
心
軸
は
、
此
等
諸
理
論
が
定
式
化
さ
れ
た
時
期
に
ぬ
け
る
最
も
切
資
な
組
済
諸
問
題
と
一
致
し
て
居
る
ο
初
期
の
鰹
噴
舵
舎
は
努
働
力
の
制
動
的
飲
乏
と
一
式
ふ
非
常
に
室
妥
た
問
題
に
直
面
し
た
o
農
業
労
働
及
卒
長
奴
的
品
目
働
を
工
業
労
働
に
塑
彪
ぜ
L
む
る
過
程
ば
綬
慢
で
あ
っ
た
じ
、
叉
生
産
過
程
に
於
け
る
比
較
的
急
速
に
護
展
し
行
く
需
要
に
は
後
れ
て
居
た
。
此
の
時
期
は
、
利
潤
の
儒
の
生
産
、
及
此
の
利
潤
を
よ
り
一
層
の
建
業
の
関
大
に
使
用
ナ
る
事
は
蛍
時
の
最
も
重
要
な
生
理
要
素
印
ち
努
働
の
利
用
可
能
性
が
後
れ
て
居
た
事
に
よ
っ
て
、
明
確
に
、
旦
つ
具
時
的
に
限
界
が
定
め
ら
れ
て
居
た
時
期
で
あ
っ
た
。
官
時
最
も
活
設
に
論
議
さ
れ
た
極
済
理
論
は
努
働
と
一
一
言
ふ
描
か
ら
生
産
過
程
の
議
機
構
を
説
明
ぜ
ん
と
試
み
て
居
た
と
一
一
言
ふ
事
は
磁
調
く
に
足
註
]
り
な
い
事
で
あ
る
。
産
業
蹴
曾
が
設
展
す
る
に
つ
れ
て
生
産
に
於
け
る
此
の
基
本
一
的
な
困
難
に
酎
抗
し
て
行
く
と
同
じ
程
度
に
他
の
閤
難
が
現
は
れ
初
め
た
o
生
産
要
素
の
供
給
が
相
針
的
に
嬰
宮
な
事
は
生
産
量
の
増
大
を
浅
漬
し
た
が
、
夫
れ
は
有
殺
な
需
要
を
漣
ひ
越
し
始
め
た
。
ジ
ョ
y
・
パ
チ
ス
ト
・
セ
イ
は
彼
の
J
Z
S
Z
含
田
島
小
F
Z各
小
田
こ
の
中
で
此
の
問
題
を
採
り
上
げ
た
最
初
の
人
で
あ
っ
た
ο
同
じ
問
題
が
局
長
の
交
換
機
能
に
閉
す
る
銀
行
鼠
半
減
と
通
貨
準
汲
の
論
争
の
中
に
も
反
映
さ
れ
た
P
後
れ
て
設
展
す
る
需
要
、
交
挺
手
段
の
不
足
及
び
増
大
せ
る
競
争
比
一
齢
的
に
コ
ス
ト
を
低
誠
ぜ
し
む
る
事
の
必
要
を
造
り
出
し
た
o
か
a
ふ
る
要
求
を
合
理
的
に
す
る
事
は
常
時
の
賃
銭
基
金
設
の
中
に
反
映
さ
れ
て
居
る
ο
ヱ
禁
生
産
の
橋
建
と
共
に
、
夫
れ
に
附
随
せ
る
饗
化
が
金
設
組
織
の
内
部
に
起
っ
た
0
担
問
立
小
企
紫
家
の
数
は
必
ず
し
も
減
少
し
な
か
っ
た
が
、
彼
等
の
際
能
、
が
有
つ
質
要
性
ば
命
日
祉
企
昨
日
の
描
間
違
と
共
に
減
少
し
た
。
後
者
六
即
ち
命
百
社
企
業
)
は
や
が
て
笹
島
知
資
本
宅
養
学
}
抽
出
生
せ
し
め
、
資
本
金
融
の
際
閣
と
し
て
の
銀
行
を
護
生
せ
し
め
た
。
か
く
て
創
出
さ
れ
た
不
在
所
有
擢
は
第
一
に
其
の
枚
入
を
最
大
限
に
増
大
す
る
事
に
関
心
を
有
L
、
夫
れ
ほ
プ
y
セ
y
、
ジ
ェ
ボ
シ
ス
及
び
ベ
1
ム
メ
ず
Z
ル
グ
の
快
架
設
的
防
究
方
法
に
よ
る
経
済
理
論
の
中
に
一
抗
さ
れ
て
賠
た
ο
企
暗
部
の
所
有
か
ら
共
の
管
理
を
分
離
す
る
事
が
有
す
る
枇
曾
的
影
響
は
科
事
と
L
て
の
心
理
由
阜
の
設
援
と
共
に
、
今
日
で
は
素
朴
な
快
紫
設
を
数
理
組
済
墜
と
一
吉
田
ふ
更
に
抽
象
的
な
分
野
に
埠
ひ
込
ん
だ
o
ロJ
ピ
γ
ス
、
ハ
ロ
ヲ
ド
、
ハ
イ
エ
グ
の
如
き
『
抽
象
的
』
粧
済
愚
者
連
は
、
此
の
韓
民
の
後
の
段
階
に
於
け
る
本
智
、
的
に
は
同
一
の
淑
か
ら
出
た
今
一
つ
の
而
も
よ
り
最
近
の
後
出
問
者
で
あ
る
滞
在
示
し
て
忠
弘
。
工
業
の
端
技
日
間
仁
於
け
る
此
与
唱
す
べ
て
の
諾
側
面
と
同
様
ι、
工
業
M
労
働
者
階
級
の
駅
午
、
重
一
な
成
長
と
、
資
銀
雌
労
働
者
が
た
と
へ
率
一
部
で
は
な
い
に
し
がて
出も
来
る大
Q 古事
此分
のの
事商
i主品
、生
生言葉
濯の
に活
於動
け的
るた
所機
有能
擁へ
♂〉 ゑ呈
草加
なし
るた
法事
議室
地る
位事
経
済
墜
に
於
け
る
償
値
理
論
の
必
要
の
確
立
と
同
様
に
、
理
論
の
分
野
に
於
ゆ
り
る
コ
つ
の
壊
滅
を
創
り
出
し
た
@
夫
等
雨
墜
鼠
は
樫
済
過
程
金
融
阿
を
洞
察
し
停
る
も
の
で
あ
る
Q
マ
ル
ク
ス
、
ツ
ガ
シ
バ
ラ
ノ
ブ
λ
キ
1
及
び
ド
ッ
プ
段
、
シ
ュ
ピ
1
ト
ホ
ブ
、
γ
ュ
ム
ベ
ー
タ
1
及
び
ケ
イ
シ
ズ
の
理
論
に
於
け
る
此
の
間
屈
の
よ
り
立
誠
な
反
映
と
同
様
に
、
か
も
お
お
袈
民
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
o
、
繰
返
し
て
趨
べ
る
な
ら
ば
、
ミ
-
A
で
逃
べ
ん
と
す
る
中
心
黙
は
、
民
前
の
経
済
閣
学
者
や
組
済
理
論
は
、
今
日
の
経
済
態
者
が
唱
へ
る
如
き
寸
誤
っ
た
』
或
ひ
は
『
虚
偶
の
』
叉
は
『
未
認
の
』
研
究
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
此
等
の
話
理
論
は
夫
れ
が
代
表
ぜ
る
議
品
伐
の
腕
慣
の
動
態
を
表
現
す
る
慮
の
も
の
で
あ
っ
た
。
夫
等
の
E
確
さ
、
或
ひ
は
不
正
確
さ
は
空
く
夫
等
諸
理
論
を
、
夫
等
が
表
現
ぜ
ん
と
し
た
隠
の
組
済
の
宮
獄
に
、
或
ひ
は
又
夫
等
が
解
決
せ
ん
と
し
た
間
の
問
題
に
正
蛍
に
闘
聯
せ
し
め
る
事
に
よ
っ
て
の
み
決
定
L
得
る
の
で
あ
る
ο
各
々
の
理
論
を
今
日
の
五
口
々
の
問
題
に
封
ず
る
麹
用
能
力
に
陸
じ
で
評
慢
ず
る
の
は
一
般
に
見
ら
れ
る
誤
謬
で
ら
る
o
此
等
諸
理
論
の
中
で
述
べ
ら
れ
る
極
端
円
の
費
択
が
根
本
的
な
控
化
を
諜
る
に
つ
れ
て
、
そ
こ
に
提
出
さ
る
べ
き
解
決
案
と
資
際
に
到
達
さ
る
べ
き
結
論
と
は
一
致
し
得
な
い
。
そ
こ
で
、
現
存
す
る
多
様
の
準
設
を
盟
解
L
・
且
つ
相
互
に
闘
聯
せ
し
め
ん
と
す
る
試
み
の
鴬
の
出
妥
黙
は
、
樫
済
理
論
は
裡
漕
の
壁
紙
の
ゆ
に
現
存
す
る
問
題
の
解
決
花
就
て
科
聞
学
的
に
正
確
な
二
七
経
済
問
地
?
に
於
け
る
使
修
理
論
の
必
要
方
法
を
持
た
ね
ば
な
ら
だ
い
と
言
ふ
話
に
存
在
し
て
民
る
。
か
L
る
一
般
的
な
一
言
ひ
方
は
明
か
に
五
口
々
の
一
般
的
た
問
週
め
解
決
に
針
ず
る
最
初
の
接
近
を
五
口
々
に
興
へ
る
に
す
ゲ
な
い
の
で
あ
る
。
註
一
吾
々
は
乙
与
で
は
、
以
下
の
如
き
人
々
に
よ
っ
て
侭
さ
れ
た
野
働
の
役
割
及
其
の
富
一
要
性
に
闘
す
る
記
述
及
夫
れ
に
就
て
の
仰
究
を
考
へ
て
出
回
る
o
此
轄
の
人
々
と
は
次
の
如
き
人
々
で
あ
る
υ
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せ
る
努
働
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緩
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ぜ
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さ
ん
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B
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J
・
ジ
ョ
ン
ツ
Y
致
授
は
彼
の
著
議
行
た
る
=
}
U
H
1
0
島
町
白
書
面
。
2
a
k
F
ふ
2
5
∞
s
p
y
z
o
d〈
M
c
z
r
窓
口
4
・
u
K
於
て
、
又
同
様
K
E
-
F
・
へ
p
y
十
l
一
一
}
ん
も
彼
の
著
議
官
E
Z
U
H
1
8
H
H
尽
に
田
E
W
F
O
出
品
。
P
H
り
口
印
=
に
於
て
.
、
此
倖
の
駄
に
闘
す
る
問
賢
官
な
立
訟
な
4
資
料
を
研
究
の
便
に
役
立
つ
較
に
じ
で
あ
っ
た
。
設
二
此
等
経
済
答
者
に
土
ハ
一
辺
な
耳
ず
は
、
科
準
的
研
，
究
方
法
と
、
そ
の
科
町
即
日
的
研
究
方
法
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
羽
賀
自
問
題
と
を
完
全
に
分
離
し
て
ゐ
る
事
で
あ
る
Q
L
・
ロ
ビ
ン
ス
教
授
は
絞
の
若
脊
=
Z
9
け
ロ
司
O
H
H
ロ
門
凶
∞
日
間
口
町
田
凸
h
H
ロ
白
血
O
州
出
口
O
ロ
G
H
H
M
W
m
口
H
O
P
白
白
=
(
F
Q
ロ
含
P
凶
器
凶
)
K
於
て
以
下
の
如
く
述
べ
て
辰
る
。
ハ
問
書
七
ニ
貰
及
七
五
頁
脚
註
)
『
五
日
々
の
主
題
と
す
る
も
の
に
就
て
の
純
粋
な
範
鴎
か
ら
経
済
閉
山
?
の
一
般
化
の
性
質
を
推
論
せ
ん
と
す
る
代
H
に
、
典
型
酌
な
常
例
を
検
討
す
る
専
に
よ
っ
て
夫
れ
を
始
め
る
な
ら
ば
、
:
;
:
非
常
に
好
都
合
で
あ
ら
う
o
白
肉
市
場
に
於
て
、
市
場
償
格
以
下
に
物
債
を
引
τ
l
g
-
V
@
・
・
・
・
る
た
必
の
外
部
約
な
佼
件
の
介
入
は
供
給
に
到
す
る
需
要
の
超
過
を
苓
〈
で
あ
ら
う
と
一
石
ふ
事
は
、
一
般
に
周
知
の
初
歩
の
物
償
却
論
の
一
舷
化
で
あ
る
:
:
:
o
ハ
傍
鮎
は
鐙
者
)
0
宋
れ
は
如
何
な
る
基
礎
に
基
い
で
ゐ
る
か
:
:
:
o
土
ん
か
は
『
歴
史
』
に
よ
る
如
何
な
る
検
設
に
も
慕
き
符
な
い
も
の
で
あ
‘
る
と
言
ふ
惑
を
一
爪
ず
に
殻
で
多
く
暇
ど
る
必
要
は
た
山
r
i
-
-
-
o
』
(
上
磁
誕
百
七
一
一
l
l
一一一頁〉
『
そ
乙
で
、
回
収
後
の
分
析
に
於
て
、
吾
々
の
命
題
は
、
経
済
問
地
干
の
主
••••••••••• 
趨
に
閉
じ
て
吾
々
が
な
す
長
。
最
初
の
定
義
の
中
に
暗
に
合
ま
れ
て
•• 
居
る
推
論
に
士
一
σ
基
礎
を
・
右
L
で
居
る
o
ハ
土
恒
晴
香
七
五
頁
)
(
U
傍
結
は
鋒
者
〕
ハ
ロ
ッ
ド
教
授
は
ロ
ピ
YF
え
を
直
接
に
参
照
し
つ
L
以
下
の
如
く
迷
e
へ
て
蔚
る
。
『
同
胞
の
法
制
問
(
事
態
の
都
民
訟
の
率
絞
・
・
:
:
に
繍
ず
ろ
内
田
市
関
係
の
法
則
)
は
、
唯
一
の
品
川
く
筒
田
中
な
る
原
浬
か
ら
推
諭
L
…
山
村
る
専
が
出
来
る
。
』
L
か
し
彼
は
殆
ん
ど
ロ
ぢ
ン
ス
の
設
か
ら
外
れ
ず
に
諮
を
つ
い
ム
け
て
、
そ
の
法
則
は
『
夫
れ
白
身
経
験
に
基
い
で
滑
る
が
も
し
か
し
布
場
氏
び
物
僚
の
糾
先
に
よ
っ
て
奥
へ
か
ら
る
制
作
駿
よ
り
も
も
っ
と
庚
汎
且
つ
人
問
。
自
己
意
識
を
宥
ず
る
存
在
の
最
も
最
初
の
姿
1
ι
印・
1
J
数
用
遜
減
の
法
則
又
は
慰
問
婆
の
訟
則
l
iに
ま
で
遡
っ
て
行
く
員
の
経
験
に
茶
い
て
浩
一
る
の
で
あ
る
o
η
a
m
o
D
H
u
-
U
9
D
a
v
H
a
v
o与
え
問
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)
然
し
乍
ら
、
元
日
々
が
ハ
ロ
ッ
ド
の
『
経
験
』
に
就
い
て
の
一
一
日
日
広
か
ら
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
し
お
白
期
待
は
、
呉
れ
に
綾
く
以
下
の
文
章
セ
諌
ん
で
見
れ
ば
消
滅
し
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
0
『
そ
の
経
験
は
非
常
に
向
田
汎
な
も
の
で
あ
る
銭
‘
そ
の
原
理
は
最
高
の
可
能
な
続
皮
の
経
験
的
表
然
性
の
原
理
と
し
て
認
出
U
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
o
然
し
、
夫
か
》
ら
掃
き
出
さ
れ
る
原
迎
及
び
法
則
の
極
め
て
高
度
な
蓋
然
性
に
釘
じ
て
は
、
失
絡
を
補
足
す
る
校
庭
の
一
般
牲
が
川
内
置
き
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
敵
性
の
程
度
が
質
際
に
芥
常
に
大
き
い
伐
に
、
夫
等
の
一
侭
進
、
法
則
に
よ
っ
て
奥
~ι
れ
る
鼠
-
D
深
一
一
一
日
カ
は
殆
ん
ど
無
款
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
私
は
述
べ
で
置
か
う
。
円
傍
鮎
は
筆
者
〉
ハ
イ
エ
タ
教
授
は
明
日
に
以
下
の
拠
〈
強
べ
て
居
る
ο
即
ち
吋
芳
し
も
五
日
々
が
問
題
と
な
っ
て
茂
る
現
象
の
実
際
の
勤
き
を
碍
め
得
な
い
な
ら
ば
(
湿
論
の
別
に
工
っ
て
)
、
理
論
は
係
り
a
役
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
』
υ
と
ο
(
足守口市川
ga
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g円
明
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岱
ロ
門
凶
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H
O
J
門
司
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足
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当
JH10円
wu
ち
口
凶
-
u・
出
品
)
然
し
乍
ら
、
陸
演
撃
に
は
吹
け
る
慣
値
理
論
の
必
要
被
は
同
時
に
、
火
口
如
く
主
張
し
て
日
出
る
υ
『
科
銭
的
確
資
性
に
開
附
す
る
椋
準
は
其
の
源
を
問
還
と
は
L
ない
r
c
』
と
o
ハ
上
組
制
書
五
葉
)
更
に
Z目
S
E
E
S
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Gず
さ
騎
手
お
U
F
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H
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2
2
2
m⑦
吋
付
加
し
Z
0
・
HU・
6
u
・
8
i
g
)
に
於
け
る
絞
の
論
文
の
中
に
於
て
、
か
く
の
如
き
原
理
に
闘
す
る
間
週
は
、
失
日
目
寸
が
現
貧
に
連
開
削
さ
れ
符
る
以
前
に
解
決
さ
れ
る
ペ
舎
で
あ
る
と
訟
い
で
対
一
る
o
A
-
W
7
1
グ
す
ト
荻
授
(
】
Mg同
町
田
由
。
月
〉
・
ョ
・
冨
21mmrO
は
似
の
最
近
の
著
書
E
吋
E
E
2
3
0同
HJMoa-切
(
Z
2
J
P円
F
M
由
自
)
に
於
て
、
明
文
を
以
て
此
の
問
題
な
攻
放
っ
て
は
日
出
一
な
い
が
、
き
づ
ぽ
り
と
夫
れ
を
認
b
て
目
出
る
ο
『
従
来
承
認
さ
れ
で
印
刷
る
向
島
誌
に
就
て
の
再
詑
』
に
到
す
る
紋
の
主
張
(
一
五
瓦
)
、
『
従
衆
承
認
さ
れ
で
反
る
市
博
統
の
本
究
を
仙
川
護
せ
ん
と
す
る
試
み
』
(
一
一
二
兵
)
は
必
ず
、
コ
u
h
r
均
衡
論
』
ぽ
『
あ
ら
ゆ
る
場
介
に
協
叫
ん
Y
で
あ
る
』
と
ヰ
一
日
ふ
論
に
到
唱
団
ぜ
じ
な
る
に
和
建
た
い
(
八
O
頁
U
o
此
隼
理
論
家
の
い
づ
れ
の
人
人
に
於
て
も
、
科
接
的
方
法
の
侵
食
位
は
絡
拠
出
的
な
も
の
と
し
て
国
同
日
、
立
つ
一
『
孟
日
々
の
研
究
の
主
題
。
範
国
を
起
ゆ
ゐ
も
の
』
即
ち
形
而
上
市
町
干
的
の
も
の
で
あ
る
ο
五
日
々
の
常
国
す
る
第
一
一
の
問
題
は
、
か
L
る
科
墜
的
方
法
の
有
す
る
具
践
的
性
質
一
捻
び
に
そ
の
溺
治
に
関
係
ず
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
E
確
な
理
論
の
根
ぷ
的
特
徴
の
ご
い
1既
に
ム
の
叙
議
の
中
に
合
支
れ
て
居
る
o
理
論
ほ
夫
れ
が
解
決
せ
ん
と
す
る
問
阻
に
遜
用
し
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
一
に
t
理
論
は
夫
れ
自
慢
の
中
に
統
一
性
を
有
た
F
すh
ザ
世
済
惑
に
ん
即
け
る
使
値
理
論
の
必
要
ね
ば
な
ら
な
い
o
即
ち
一
定
の
理
論
に
よ
っ
て
打
建
て
ら
れ
る
毘
の
法
則
投
ぴ
に
原
理
は
、
如
何
な
る
黙
に
も
遍
醸
ず
る
γ
も
の
で
あ
り
、
且
つ
辻
棲
の
合
ふ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
夫
れ
は
、
あ
る
一
定
の
時
貼
に
於
~ .-
E云」
ず見
れら
It:オL、。日
若宮
し金
者組
々 究普
が現
極象
済の
墜相
襲警
の考
分鷲
野し
にな
於け
τこれ
、ぽ
よな
りら
綿な
事i'!_い
な。
研換
究
の
上
に
立
つ
時
に
は
相
互
に
一
致
ぜ
ず
、
或
ひ
ば
相
互
に
矛
盾
さ
へ
ず
る
同
胞
の
諮
命
題
に
一
歩
を
議
ら
う
と
し
て
も
)
て
う
す
る
事
は
不
可
能
な
・
昆
つ
科
曲
学
的
に
は
不
純
な
も
の
で
あ
る
。
統
一
川
恨
の
原
理
は
、
今
日
利
用
し
得
る
一
一
つ
の
上
速
の
研
究
方
法
仁
於
い
て
確
然
と
護
ら
れ
て
居
る
。
官
千
柴
組
事
汲
に
於
け
る
畑
山
界
殺
用
債
値
は
、
俊
徳
の
品
肌
ん
前
日
的
生
産
論
に
義
、
っ
く
輯
済
理
論
と
同
時
に
、
す
べ
て
の
経
済
現
象
作
、
最
後
H
K
於
て
は
、
英
の
理
論
の
中
に
含
ま
れ
る
償
極
論
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
穣
に
と
、
詳
細
な
波
立
た
梯
っ
た
ο
L
か
し
乍
ら
、
己
の
雨
理
論
は
、
正
確
だ
組
済
理
論
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
要
件
の
中
第
一
の
賂
で
、
部
ち
兵
組
問
的
な
頼
済
問
題
の
解
決
に
就
て
の
犬
等
雨
理
論
の
妥
常
性
と
言
ふ
冊
知
に
聞
し
て
は
、
相
互
に
根
木
的
に
臭
っ
て
一
間
る
Q
『
純
粋
に
方
程
式
仁
よ
る
研
究
方
法
を
採
用
す
る
均
衡
諭
堅
汲
』
な
る
見
出
し
の
下
に
五
日
々
が
包
括
し
た
夫
等
の
諮
理
論
に
就
て
は
ど
う
言
ふ
も
の
で
あ
ら
う
か
o
特
に
グ
ス
タ
ブ
・
カ
ヂ
セ
ル
及
ス
ェ
1
デ
γ
格
派
の
翠
訟
を
含
む
此
等
後
期
の
諸
理
論
紅
於
て
は
、
今
日
の
数
理
極
端
相
墜
者
と
同
様
立一
O
に
領
値
理
論
の
必
要
が
否
定
さ
れ
て
居
る
o
か
L
る
繭
者
の
主
張
の
五
営
な
る
事
を
決
定
す
る
震
に
は
、
若
し
も
苦
々
は
吾
々
の
結
論
と
、
か
L
る
理
論
の
必
要
を
否
定
す
る
程
一
済
準
者
の
主
張
と
も
《
務
照
也
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
主
口
々
位
、
資
際
円
札
償
値
崩
の
意
味
す
る
隠
l
b
1
明
白
に
探
究
し
、
且
つ
夫
れ
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
四
若
々
は
前
に
正
確
た
樫
済
理
論
は
共
の
中
に
事
全
な
る
相
関
々
係
を
保
持
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
置
い
た
o
厳
禁
に
は
『
相
聞
々
係
』
と
は
何
を
意
味
す
る
か
o
法
人
の
意
味
す
る
鴎
は
、
別
々
に
孤
立
し
て
存
在
す
る
率
裂
が
原
に
『
相
互
に
樹
聯
し
て
居
る
』
と
云
ふ
事
、
即
ち
相
闘
々
係
の
抽
象
的
な
概
念
を
意
味
す
る
丈
け
で
は
な
い
Q
夫
れ
は
む
し
ろ
、
如
何
な
る
部
分
に
於
け
る
耕
民
化
も
、
誌
の
他
の
各
部
分
に
お
け
る
塑
化
を
生
ぜ
し
め
、
延
い
て
は
全
慢
の
謹
化
を
も
起
さ
吃
る
、
か
如
き
、
動
態
的
過
栓
に
於
引
同
日
け
る
会
要
因
の
具
醸
的
な
交
瓦
作
用
を
意
味
ず
る
の
で
あ
る
ο
扱
て
こ
与
で
、
諸
口
々
が
用
ひ
ょ
う
と
す
る
如
き
概
念
の
具
韓
性
を
ど
の
程
度
ま
で
明
確
仁
し
得
る
か
と
言
ふ
黙
に
闘
す
る
問
障
が
生
じ
て
来
る
ο
モ
ー
リ
ス
・
ド
ヅ
ブ
は
彼
の
著
書
E
司
o
g
z
E
目
2
5
5吋
9ECmHHVHgHH祖母
Z
の
第
一
章
に
於
て
弐
の
如
く
述
べ
て
居
る
o
印
も
『
償
値
法
則
は
、
事
資
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
事
以
上
の
事
は
嬰
ま
れ
得
な
い
o
又
犬
れ
は
将
来
へ
の
議
測
仁
就
て
一
定
の
方
法
1
1黙
し
夫
れ
は
寸
ベ
て
の
労
怯
を
， 
h 
と
言
ふ
の
で
は
な
い
が
ー
ー
た
具
勺
人
々
が
採
り
上
げ
ん
と
す
る
現
象
の
複
雑
燃
と
矛
盾
し
な
い
最
高
度
の
普
遍
悦
そ
獲
得
し
得
る
も
の
で
あ
る
事
、
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
o
浜
本
的
な
基
準
は
、
資
際
の
諸
要
件
と
一
)
一
員
ふ
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
夫
れ
は
、
人
々
が
答
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
の
移
式
で
あ
り
叉
手
許
に
あ
る
吾
川
の
目
的
で
伝
子
』
此
の
引
用
文
一
叩
に
ほ
二
つ
の
根
本
的
な
主
張
が
含
ま
れ
て
居
る
o
英
の
第
一
位
基
準
は
貿
際
の
中
に
見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
ふ
事
で
あ
る
o
五
口
々
は
既
に
上
に
於
て
此
の
基
準
に
就
て
ほ
言
及
し
て
置
い
た
。
然
し
乍
ら
、
第
二
の
論
旨
は
、
償
値
法
則
仕
事
費
仁
近
い
も
の
で
あ
る
以
ょ
の
率
一
以
理
一
ま
れ
得
な
い
と
一
一
一
日
ふ
事
な
あ
る
υ
氏
の
第
一
一
の
論
旨
は
、
共
の
筆
陣
上
の
正
確
さ
と
言
ふ
事
を
別
と
し
て
も
、
克
に
夫
れ
を
明
白
な
ら
し
む
る
必
要
の
あ
る
根
本
的
な
主
張
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
一
品
口
骨
は
、
前
に
粧
済
理
論
と
に
質
際
に
用
ひ
ら
れ
、
且
っ
そ
こ
で
王
否
の
確
め
ら
れ
る
魔
の
精
静
的
道
具
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
詰
べ
た
Q
官
官
々
は
又
か
と
O
建
具
は
先
験
的
な
も
の
で
な
く
‘
此
の
観
賞
却
も
枇
禽
の
成
員
で
あ
る
人
類
の
中
に
於
け
る
組
済
的
現
賓
の
震
際
の
反
映
と
し
て
μ
環
展
し
来
っ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
ο
理
論
、
九
夫
れ
が
含
h
b
概
念
、
も
先
験
的
な
も
の
で
ほ
な
い
o
然
し
一
定
の
時
識
に
於
て
ほ
、
概
念
は
全
く
後
。
天
的
で
は
な
い
と
言
ふ
事
を
附
言
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
禽
の
護
展
の
}
般
的
過
程
に
於
け
る
一
定
の
時
黙
に
於
て
は
、
人
聞
の
思
惟
は
そ
の
経
済
壌
に
於
け
る
僚
値
理
論
の
必
要
設
展
に
先
立
つ
前
の
時
期
に
於
て
窺
反
し
た
倍
加
の
静
態
に
於
て
具
時
的
な
嬰
同
と
し
て
存
在
し
て
-K
出る
o
か
・
ふ
ろ
同
定
し
た
理
論
の
分
粁
は
マ
ル
グ
ス
に
よ
っ
て
立
汲
に
初
め
ら
れ
、
夫
れ
が
引
き
捜
ぎ
マ
ッ
グ
ス
・
ウ
Z
1
パ
1
及
び
カ
ー
ル
・
マ
シ
ハ
イ
ム
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
o
後
の
雨
滑
に
於
℃
は
史
的
唯
物
論
的
で
あ
る
と
同
時
に
・
観
念
論
的
捗
態
を
も
併
有
し
て
居
っ
た
。
か
く
の
如
主
知
識
一
位
曾
吋
僚
は
、
理
論
は
同
定
し
た
形
態
で
存
在
し
て
居
る
事
を
一
部
ず
の
み
な
ら
ず
‘
現
賓
の
問
題
の
解
決
に
営
っ
て
其
の
手
段
と
な
る
事
が
約
束
さ
れ
て
居
る
新
し
い
概
念
を
明
確
に
す
る
場
合
に
於
て
、
一
定
の
中
心
的
主
振
が
保
持
さ
れ
て
居
る
事
を
も
一
示
す
の
で
あ
る
Q
か
と
O
中
心
と
な
る
思
想
は
、
夫
れ
が
翻
念
論
的
で
あ
れ
‘
或
ひ
は
唯
物
論
的
で
あ
れ
悩
・
々
の
理
論
家
が
夫
れ
を
通
じ
て
批
禽
を
観
察
す
る
'
隠
の
批
曾
の
機
能
の
一
中
心
貼
に
英
の
基
礎
学
}
有
し
て
居
り
、
夫
れ
は
一
定
の
時
代
に
於
て
社
命
が
其
の
解
決
の
針
品
開
を
詩
じ
た
根
本
的
な
問
題
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
o
中
心
問
問
と
関
係
を
有
ナ
る
第
一
「
一
義
的
、
或
ひ
は
努
ロ
一
義
的
問
題
に
闘
す
る
あ
ら
ゆ
る
英
他
の
解
明
は
、
犬
等
の
問
題
に
興
へ
ら
れ
た
解
明
の
性
格
に
闘
す
る
限
り
に
於
て
は
、
中
心
問
題
の
一
解
明
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
ο
こ
の
黙
に
於
て
、
ナ
べ
て
の
五
口
々
の
研
究
-
ば
珂
賓
の
具
輸
的
な
問
題
b
L
採
り
上
、
け
、
更
に
官
官
?
日
山
河
は
か
L
る
四
品
質
の
、
且
つ
兵
時
的
な
問
題
mu
一
部
分
で
あ
る
事
を
銘
記
一
ず
べ
き
で
あ
る
o
換
一
冒
す
れ
ば
、
五
口
々
が
語
つ
一
経
済
震
に
於
け
る
侵
低
温
論
の
必
要
で
隠
る
諸
思
想
及
び
諸
問
題
ば
患
に
観
念
的
な
意
味
に
於
け
る
禎
突
に
過
↓
ぎ
な
い
の
み
で
な
く
、
夫
れ
は
所
買
の
琉
賞
品
肌
合
同
の
成
員
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
、
資
際
に
用
ひ
ら
れ
、
且
つ
明
白
に
反
映
ぜ
し
め
ら
れ
て
賠
る
隠
の
も
の
で
あ
る
ο
、
‘ 
設
一
批
の
論
遠
山
弘
、
例
へ
ば
=
G
H
H
M泊
。
旧
日
m
o
a
gリ
p
g同河
内
添
田
・
o
v
oロ
Z
旦
円
。
ロ
h
H
g
w
o
H
5
5日
0
.
切
に
於
で
H
W
R
Zロ
叩
に
よ
っ
て
提
示
き
れ
た
併
究
労
法
と
区
別
す
る
副
知
に
な
さ
作
て
日
M
3
0
乙
の
中
で
『
木
質
的
に
は
動
態
現
象
が
現
貨
を
掃
海
す
る
銭
に
、
勧
業
現
象
を
和
到
的
に
出
聞
く
底
抜
ふ
事
』
が
紋
の
青
山
回
附
す
る
蕗
で
あ
る
と
言
っ
て
一
腐
る
(
一
一
一
頁
)
0
然
し
乍
ら
、
川
刊
は
其
の
動
態
ム
酬
の
概
念
を
、
非
常
に
複
雑
な
機
械
に
類
似
せ
し
め
て
、
そ
乙
か
ら
推
論
し
で
伝
る
Q
『
共
の
部
分
布
部
分
は
祁
互
に
非
常
に
密
接
に
結
び
付
け
ら
れ
て
舟
る
た
め
党
(
の
中
の
一
白
部
分
に
側
、
や
、
川
製
化
さ
セ
十
六
か
に
上
っ
て
す
べ
て
円
他
の
部
分
注
緩
化
さ
せ
る
に
充
分
で
あ
る
ο
犬
れ
に
も
拘
は
ら
ず
、
此
の
機
械
は
強
い
摩
捺
を
有
し
て
ほ
る
o
若
し
も
吾
々
が
こ
の
摩
崎
市
川
を
好
調
ず
る
卒
、
か
出
来
、
そ
し
で
}
つ
の
部
分
の
洋
一
識
が
す
べ
て
の
品
協
の
部
分
に
俸
揺
す
る
の
が
非
常
に
念
迭
で
ら
っ
た
な
ら
ば
、
菩
々
は
、
羽
賀
を
}
聯
の
遅
緩
せ
る
卒
衡
扶
怒
と
し
て
考
へ
符
る
事
が
由
来
ょ
う
o
然
し
乍
ら
事
貨
は
さ
う
で
な
い
o
機
械
の
一
部
分
に
於
て
生
じ
た
運
動
の
他
口
部
分
へ
の
俸
播
が
徐
々
な
る
震
に
、
現
実
は
吾
々
に
と
っ
で
は
一
聯
の
平
衡
獄
態
と
し
て
乳
は
れ
る
白
で
は
な
t
、
む
し
ろ
す
ぺ
て
ω
部
分
に
品
川
け
る
引
ぬ
い
て
起
る
縫
仏
と
し
て
現
は
れ
る
o
而
し
て
失
れ
は
時
に
は
念
惑
で
あ
り
、
時
に
は
徐
々
で
一-4 
一一
、
あ
り
、
可
〈
時
に
は
会
一
〈
不
活
設
に
行
は
れ
る
ο
勿
一
諭
す
べ
て
が
一
。
析
し
い
卒
衡
山
氏
惑
に
向
っ
て
進
む
の
で
あ
る
o
一m
L
夫
か
が
け
取
必
の
旅
定
的
だ
恥
に
到
達
す
る
に
先
立
っ
て
、
他
内
部
分
に
共
の
綜
を
有
す
る
新
し
い
務
化
に
よ
っ
て
撹
乱
さ
れ
る
の
で
あ
る
己
換
言
す
れ
ば
、
動
能
川
辺
論
は
、
他
の
結
で
除
部
践
的
な
一
件
衡
欣
態
に
対
し
て
奥
へ
b
か
た
祝
飢
に
よ
っ
て
去
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
ο
設
二
民
主
】
M
L
q印
ロ
臼
ぴ
σ嶋
田
川
DH日江
口
hH回
目
S
E
E
M可
釦
出
品
。
白
t
g
H
仲間己
-
H
L
O
ロ門問。出切
H
O
G寸
唱
阿
}
・
∞
・
亙
五
日
々
の
分
析
に
お
け
る
此
の
姑
に
就
て
、
更
に
一
の
係
件
を
設
け
る
事
ば
重
要
で
あ
る
ο
若
々
が
述
べ
て
ほ
凶
る
腐
の
枇
曾
は
も
奥
れ
る
種
々
の
栓
命
日
構
成
都
の
形
態
に
於
け
る
諸
機
能
の
分
化
と
言
ふ
事
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
て
居
る
U
五
日
々
は
こ
L
で
は
枇
明
、
八
札
築
家
、
中
間
階
級
、
及
び
勢
働
階
級
と
一
一
一
両
ふ
如
き
最
も
大
雑
把
な
社
合
同
的
分
化
に
就
て
述
べ
て
置
く
事
が
必
要
で
あ
ろ
じ
犬
等
の
す
べ
て
は
、
北
(
の
大
い
き
に
於
て
も
、
又
千
品
目
の
時
間
能
上
の
主
要
さ
に
於
て
も
絶
え
子
同
開
化
し
て
居
る
。
犬
等
の
各
々
の
一
つ
は
、
犬
れ
自
身
と
L
て
探
り
上
げ
れ
ば
、
解
決
す
べ
き
宣
要
な
問
題
在
有
し
て
一
居
る
o
然
し
乍
ら
、
比
等
す
べ
て
の
草
要
な
訊
問
題
は
、
特
定
の
時
代
に
抜
け
る
優
勢
な
祉
曾
構
成
群
の
有
つ
重
要
な
問
題
に
よ
っ
て
、
共
の
を
一
が
磁
は
れ
る
で
あ
ら
ろ
U
よ
L
で
「
れ
出
品
労
な
』
と
一
-
一
日
ふ
一
言
葉
山
い
、
一
定
の
時
黙
に
於
け
る
会
社
曾
の
官
必
要
た
一
問
題
を
具
有
T
F
る
構
成
鮮
の
特
融
一
言
を
ふ
の
で
あ
る
υ
文
化
の
遅
れ
の
強
き
に
し
た
が
っ
て
1
1比
の
事
は
社
命
闘
の
聾
展
の
異
り
た
話
段
階
に
於
て
夫
、
々
…
兵
っ
て
居
る
で
あ
号
、
か
、
1
1此
の
優
勢
な
祉
曾
構
成
瀞
内
山
、
犬
れ
に
先
行
す
る
時
期
に
於
け
る
優
勢
な
時
間
成
群
の
経
済
問
機
能
が
一
渓
へ
初
め
た
後
政
治
上
泣
び
に
田
川
蕊
上
の
昨
則
宏
保
持
す
る
に
一
令
一
っ
た
英
の
程
度
に
限
じ
て
夫
れ
に
先
行
す
ろ
優
勢
な
枇
食
料
成
鮮
の
影
響
を
受
け
る
の
で
あ
る
一
υ
提
一
一
一
一
目
す
れ
ば
、
た
行
一
コ
ろ
時
期
に
於
け
る
儀
場
な
社
合
構
成
品
併
に
よ
っ
て
設
反
せ
L
め
ら
れ
た
理
論
祉
即
ふ
り
其
の
科
壊
的
研
究
万
法
、
も
っ
と
特
殊
的
に
は
経
済
理
論
は
、
先
行
す
る
優
勢
な
枇
曾
様
成
泌
が
新
し
い
設
展
期
に
同
有
の
、
且
つ
新
し
い
優
勢
な
構
成
鮮
に
関
係
な
有
す
る
震
嬰
な
問
題
の
解
決
に
必
要
な
知
的
子
段
を
自
ら
得
ん
と
試
み
る
場
合
に
於
て
、
新
し
く
優
勢
と
な
っ
先
』
私
成
群
の
新
理
論
陣
眠
一
糸
の
一
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
克
に
・
え
れ
を
指
環
ず
る
路
乎
た
る
要
因
と
し
て
働
く
の
で
あ
る
o
ニL
で
五
回
々
は
最
初
の
暫
定
的
な
結
論
に
到
達
し
た
。
各
構
成
棋
は
解
決
す
べ
ぎ
意
、
裂
な
る
問
題
を
有
し
て
居
る
ο
犬
れ
を
解
決
す
る
に
営
つ
て
は
、
す
べ
て
の
個
々
の
、
立
つ
第
二
義
的
な
問
題
に
識
し
て
輿
へ
ら
れ
た
解
明
は
、
重
要
な
る
問
題
に
到
し
て
輿
へ
ら
れ
た
解
明
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
る
o
此
の
事
は
印
ち
、
犬
れ
向
身
の
判
断
に
於
て
、
共
の
重
要
な
問
題
の
解
決
の
震
に
輿
へ
ら
れ
た
科
型
的
解
決
方
法
党
論
ず
る
事
と
な
ら
う
o
ミ
L
に
開
聯
を
有
つ
同
市
阿
古
用
ふ
れ
ば
、
各
一
桝
成
、
併
は
夫
れ
自
身
の
債
依
に
於
げ
る
居
間
櫨
…
湖
沼
論
の
必
要
此論
等を
値す
論ろ
社つ
Iき7 て
に良
於ーか
け ら
るう
毛j- 0 
の同
具Il-Ji;
慨に
的、
活各
勤兵
力、れ
特る
定構
の成
期瀞
!?りの
rlI イI
ザヲ
定
の
優
越
楼
を
夫
れ
に
封
し
て
興
へ
る
由
胞
の
社
命
日
構
成
群
の
制
限
値
論
に
よ
り
共
の
姿
を
蔽
は
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
ナ
べ
て
の
特
殊
な
判
鎖
‘
印
ち
一
定
。
所
輿
の
期
間
に
於
い
て
他
の
人
々
の
理
論
の
論
擦
と
し
て
若
々
が
出
曾
は
寸
前
の
他
の
人
々
に
ぷ
る
償
値
判
甥
は
根
本
的
な
債
倍
の
立
川
明
に
就
℃
述
べ
た
も
の
と
し
て
以
鮮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
υ
こ
の
一
事
は
、
苦
々
に
輿
へ
ら
れ
た
特
殊
の
設
明
の
志
保
守
護
日
比
ず
る
録
に
は
、
苦
々
は
常
に
犬
等
の
説
明
を
基
-
一
本
的
な
僚
値
即
ち
土
八
等
の
阿
国
値
論
に
結
び
伶
け
て
述
、
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
叉
蒸
本
的
た
伯
航
山
、
わ
夫
等
の
償
値
泊
に
よ
っ
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
一
一
一
一
員
ふ
事
合
意
味
し
て
居
る
。
現
在
五
口
々
が
行
っ
て
ゐ
る
推
論
の
最
初
の
部
分
か
ら
以
下
の
如
き
方
法
で
定
式
化
さ
れ
得
る
底
の
一
般
的
な
結
論
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
υ
即
ち
極
済
現
象
を
悶
併
せ
ん
が
震
に
は
、
五
日
々
は
先
づ
第
一
に
苦
々
の
偵
値
判
断
の
祉
曾
H
樫
済
的
主
礎
を
知
る
擦
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
υ
そ
し
て
、
第
一
一
に
、
苦
々
に
提
示
さ
れ
る
特
殊
の
現
象
を
解
明
す
る
場
合
に
で
の
償
値
の
基
礎
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ミ
で
、
償
問
限
前
を
構
成
せ
ん
と
す
る
場
合
に
は
、
苦
々
は
、
特
定
の
舵
曾
構
成
瀞
と
言
ふ
局
限
さ
れ
た
限
界
合
超
越
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
じ
却
勺
.
若
し
も
五
口
々
が
枇
一
一
一
、し』
，
 
、
♂
l
 
、
I」佃
¥
 
; 
， f
e
 
u
b
 
i
、
】'唱
経
済
連
に
品
川
け
る
…
使
織
田
塑
論
。
必
要
十
曾
の
喪
麗
過
程
全
健
の
運
動
並
び
に
相
闘
々
係
の
基
礎
の
上
に
於
て
特
定
の
極
海
現
象
を
誘
明
し
得
が
ど
す
る
な
ら
ば
、
全
世
曾
極
構
過
程
に
於
け
る
特
定
の
機
能
か
ら
生
ず
る
見
解
を
乗
り
越
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
管
身
一
は
倫
ほ
こ
の
問
題
の
分
析
に
於
け
る
最
初
の
段
階
、
即
ち
償
値
論
と
は
何
で
あ
る
か
と
言
ふ
事
に
聞
は
っ
て
居
る
事
を
己
L
で
記
憶
し
て
置
く
事
は
必
、
要
で
あ
る
。
上
越
の
最
後
の
貼
は
唯
吾
々
の
分
析
の
方
尚
を
一
示
す
様
仁
な
る
に
温
V
d
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
事
は
、
既
に
吾
々
が
か
と
Q
結
の.論
でを
は得
な る
い儒
。の
吾手
々段
iまを
後十
の寺子
部 に
分展
於 L
て た
止B と
の言
貼ふ
主雪
返示
らさ
なう
けと
れず
』まる
な も
ら
な
い
で
あ
ら
ろ
。
又
一
苔
々
は
未
だ
吾
々
が
述
べ
た
枇
曾
樫
済
的
護
展
の
夫
々
異
っ
た
時
期
を
相
互
に
漣
務
せ
し
め
合
っ
て
居
な
い
と
言
ふ
事
も
伶
意
し
て
昆
く
べ
き
、
で
あ
る
o
此
等
異
っ
た
時
期
の
夫
々
の
諸
様
相
は
質
的
に
見
て
も
異
っ
て
居
り
m
障
っ
て
叉
種
論
形
成
の
渇
程
も
時
代
時
代
に
よ
っ
て
質
的
に
異
っ
て
居
る
で
あ
ら
ろ
と
言
ふ
事
は
後
に
一
訳
さ
れ
る
で
あ
ら
ヲ
。
六
窓
口
々
が
表
現
せ
ん
と
す
る
弐
の
段
階
は
五
口
々
の
思
惟
-
過
程
の
中
に
含
ま
e
れ
る
を
題
に
関
係
あ
る
酷
で
あ
る
o
吾
々
は
償
値
制
判
断
は
枇
曾
に
就
て
の
-
一
表
現
で
あ
り
、
夫
れ
は
一
定
の
枇
曾
語
構
成
群
に
よ
っ
て
具
有
さ
れ
て
借
り
、
そ
の
債
値
判
断
は
晴
之
鶴
に
吾
h
叫
が
今
臼
見
る
が
如
き
償
値
輸
を
問
、
， ， 
意
味
し
て
居
る
と
一
一
吉
一
両
ふ
ζ
と
を
前
述
し
て
置
い
た
。
か
L
る
枇
曾
諮
構
成
群
は
、
優
勢
な
地
位
を
得
た
後
に
於
て
は
、
英
の
枇
曾
組
済
的
機
能
の
優
越
性
が
存
在
七
な
く
な
っ
た
一
後
に
於
て
す
ら
、
比
の
優
勢
な
地
位
を
保
持
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
有
す
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
優
勢
な
地
位
に
あ
る
枇
曾
構
成
瀞
ほ
s
自
ら
有
す
る
優
越
性
の
性
質
を
永
久
的
な
も
の
と
見
、
叉
一
位
曾
を
し
て
質
際
に
そ
う
で
あ
る
と
信
じ
き
せ
よ
う
と
努
め
る
で
告
の
ら
号
。
己
L
に
於
て
以
前
ι英
の
嘗
時
の
問
題
を
多
少
と
も
手
際
よ
く
解
明
し
た
方
法
は
永
久
的
な
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
か
く
の
如
き
教
へ
込
み
方
の
有
つ
作
用
は
、
教
へ
ら
れ
る
方
法
と
現
質
に
到
す
る
夫
れ
の
溺
用
に
よ
っ
て
生
れ
る
結
果
と
の
聞
に
生
じ
る
制
隔
が
夫
れ
程
に
著
し
く
な
い
限
会
、
現
献
を
維
持
す
る
に
輿
っ
て
カ
が
あ
る
の
で
あ
必
で
る
凌
展
か
ら
生
れ
る
一
・
つ
の
結
果
は
、
あ
る
一
つ
の
時
期
に
先
行
せ
る
時
期
に
於
て
機
能
的
に
優
越
せ
る
舵
曾
構
成
群
め
理
論
が
有
し
た
最
も
重
要
な
且
つ
直
接
の
目
的
が
償
値
論
の
決
定
按
び
に
共
の
定
式
化
で
な
く
な
る
と
言
ふ
事
で
あ
る
o
そ
し
て
、
む
し
ろ
業
の
目
的
は
現
震
に
就
て
の
詳
細
を
殺
越
す
る
事
で
あ
り
、
此
の
現
賓
は
、
吾
々
が
一
以
前
に
指
摘
せ
る
如
く
、
今
日
・
英
の
主
張
を
教
へ
込
ま
ん
と
す
る
構
成
群
が
機
能
的
に
優
越
せ
る
立
場
仁
あ
っ
た
現
賓
と
は
臭
っ
た
も
の
で
あ
る
o
謹
言
一
目
す
れ
ば
、
か
く
の
如
き
償
値
論
は
、
此
等
の
諸
事
情
の
下
に
於
て
は
‘
後
方
に
引
込
ま
う
と
し
註
一
そ
し
て
最
後
に
は
除
り
意
識
さ
れ
ぬ
程
の
も
の
と
な
る
。
き
て
五
日
々
ぽ
再
び
、
害
々
の
研
・
究
の
現
段
階
を
若
干
の
暫
官
的
情
論
の
形
式
で
定
式
化
し
よ
う
o
苅
ウ
第
一
に
、
優
勢
た
る
枇
曾
梧
段
詳
の
償
値
論
が
優
越
な
立
均
一
に
上
る
や
一
段
ふ
り
に
犬
れ
は
割
問
展
の
な
い
静
態
的
な
吠
態
に
な
ら
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
夫
れ
ば
理
化
へ
の
あ
ら
ゆ
ろ
可
能
性
を
担
行
障
問
に
な
る
。
第
二
に
、
先
行
す
る
時
期
に
設
展
し
た
僑
値
諭
を
田
部
一
守
十
る
人
々
に
常
国
ず
る
京
要
な
問
題
付
、
若
し
も
'
天
等
の
人
々
が
此
の
設
展
の
止
ま
っ
た
静
熊
的
概
念
を
向
ほ
も
今
日
の
一
時
黙
に
於
て
生
起
す
る
特
定
の
誤
現
象
に
泡
用
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
犬
れ
は
R
M
以a
や
根
本
的
に
は
管
制
た
も
の
で
は
な
ぐ
量
的
な
も
の
で
あ
る
ω
と
一
=
口
ふ
事
が
出
一
一
次
る
革
口
定
口
竹
山
対
の
質
け
耐
m
Z
口
々
が
椴
定
し
て
居
っ
た
他
の
質
ー
と
異
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
言
ふ
事
が
出
来
よ
う
。
或
ひ
は
又
五
口
々
ば
・
一
犬
れ
を
同
じ
護
展
の
中
に
就
J
1
異
っ
た
過
程
に
よ
円
て
相
互
に
聯
閥
せ
し
め
ら
れ
て
ほ
出
る
諮
問
相
の
特
徴
を
区
別
し
て
見
ょ
う
と
し
て
語
る
の
だ
与
吉
ふ
事
が
出
衆
る
o
若
し
一
つ
の
特
定
の
時
期
に
於
け
る
債
依
論
が
一
般
的
且
フ
水
久
に
巨
常
な
静
態
理
論
に
お
褒
展
ぜ
し
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
即
ち
固
定
し
た
論
弘
rrの
形
態
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
質
に
就
て
疑
問
と
な
る
黙
は
明
確
巳
除
外
さ
れ
よ
う
。
か
L
る
諸
事
情
の
一
「
に
於
て
は
、
静
態
論
的
概
念
を
一
枇
ム
情
的
、
品
以
び
に
組
済
的
且
震
に
誼
用
せ
ん
と
『
ず
る
万
訟
は
患
に
考
察
中
の
特
定
の
問
題
に
就
て
埜
的
に
観
察
十
/
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
よ
で
、
活
常
意
識
さ
れ
得
る
欣
態
か
ら
意
識
の
漠
然
た
る
も
の
に
な
経
済
叶
尚
一
占
に
於
け
る
慣
値
理
論
の
必
要
ら
う
と
す
る
傾
向
主
主
ヲ
庭
の
従
来
認
容
さ
れ
て
居
る
健
値
論
の
下
に
於
て
は
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
現
象
口
敏
量
的
に
観
察
さ
れ
る
事
と
な
る
で
あ
ら
う
と
桔
訓
ず
る
よ
取
引
が
出
来
る
、
観
察
き
ろ
べ
き
査
慢
の
勲
量
は
決
し
て
以
前
に
認
容
さ
れ
て
居
る
全
勲
章
以
上
の
も
の
と
は
な
り
得
な
い
。
殺
孔
一
一
回
一
に
於
て
考
察
さ
れ
て
目
的
る
含
憶
を
組
立
て
る
呉
れ
る
各
部
分
の
相
関
々
係
は
、
数
量
的
に
測
定
さ
れ
よ
う
と
、
或
ひ
ば
少
く
と
も
勲
蛍
的
に
測
定
さ
誌一
れ
得
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
よ
う
と
、
夫
れ
は
先
験
的
に
確
定
さ
れ
た
る
一
位
の
静
態
的
性
質
を
決
し
て
組
閣
鈍
す
る
も
の
で
は
な
い
ο
こ
の
事
は
唯
、
か
か
る
翻
酷
か
ら
見
れ
ば
、
る
l
J
醐
問
ぞ
組
立
て
る
す
べ
て
の
部
分
は
均
衡
問
川
態
の
ま
L
で
居
る
に
達
ひ
な
い
と
言
ふ
事
交
現
は
ず
に
過
ぎ
な
い
の
で
お
設
四
る
G都
牝
衆
用
ひ
ら
れ
て
居
る
万
法
を
画
用
し
て
得
た
結
果
が
、
現
鴛
に
起
る
で
あ
ら
ろ
腐
の
吋
羽
田
民
と
一
致
す
る
も
の
と
挙
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
上
に
詑
べ
た
諸
事
情
の
下
に
於
て
は
、
草
口
々
の
研
究
の
具
践
的
内
容
は
先
行
ナ
ろ
時
期
に
管
一
際
に
生
じ
、
且
つ
共
の
営
陣
機
能
の
砧
で
優
勢
で
あ
っ
た
枇
舎
構
成
群
に
よ
っ
て
酪
験
さ
れ
た
現
賞
の
諸
事
象
の
み
に
聞
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
ο
若
し
先
行
す
る
時
期
の
償
恒
論
が
意
識
的
に
或
ひ
は
叉
夫
，
れ
程
に
百
識
さ
れ
だ
い
ま
与
で
、
相
次
い
で
生
じ
る
現
資
の
事
象
仁
用
ひ
ら
る
L
場
合
に
は
、
上
に
猛
べ
た
由
械
な
理
論
と
現
賓
の
一
致
は
不
可
能
と
な
る
で
あ
ら
っ
し
、
又
そ
う
で
な
く
し
て
た
と
へ
一
致
抗
生
じ
て
も
、
夫
れ
一二一五
経
済
壌
に
於
け
る
償
僚
理
論
の
必
要
設
五
、
は
統
計
態
的
な
一
致
の
背
骨
質
た
言
は
れ
得
る
の
で
あ
る
o
註
一
此
ω
時
期
を
一
日
す
通
例
は
ド
イ
ツ
廃
同
人
民
一
d
派
、
及
び
今
日
で
は
グ
λ
ダ
ブ
・
カ
ヅ
セ
伊
の
理
論
に
よ
っ
て
-
が
さ
れ
て
居
る
o
定
ニ
H
L守
口
O
H
H
N
。
ゲ
ヴ
吉
田
前
橋
嘗
参
照
〉・
4
4
・
忌
日
一
円
旧
制
門
汗
前
掲
警
m
p
コ
一
章
及
第
四
章
参
照
軒
下
一
一
一
例
へ
ば
『
慾
史
』
久
は
『
充
足
』
に
間
同
ナ
る
異
な
れ
る
様
々
の
阿世皮
Q
註
四
E
当
日
合
同
曲
作
訳
。
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目
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O
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HMV仲
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・
ロミ
3
Z
4
司門戸
Z
H
司仲田口
E
E
L
-
口町内
E
k
r
g
v
H
♂
ぐ
D
H
出品也同申凶
P
H
ν
h
Q
仲
凶
冒
r
H
四日山
I
l
H
C
J
1
に
お
け
る
P
H
L
U
4
『
骨
教
授
の
論
文
参
召
ru
4τ
目
玉
此
の
誌
は
C
C
砕
け
片
江
円
仏
国
P
ず曲一円
J
H
A
W
司
の
E
む
⑦
円
呂
田
口
色
。
吋
日
出
品
骨
阿
国
伊
yrpwwJ『
C
Zロぬ⑦
F
H巴
凶
叫
の
一
ご
三
買
よ
り
採
る
。
3 
七
此
の
私
の
研
究
の
最
後
(
の
黙
)
に
於
亡
、
償
値
論
を
定
式
化
す
る
事
の
具
織
的
U
標
を
研
究
し
、
且
つ
犬
れ
を
決
定
す
る
事
辻
必
要
で
あ
ら
ち
o
末
論
文
の
最
初
に
於
け
る
論
旨
を
参
照
す
れ
ば
、
億
値
論
に
闘
し
て
ほ
二
つ
の
特
徴
が
設
定
さ
れ
て
居
る
。
即
ち
償
恒
論
は
統
一
一
位
を
有
た
ね
ば
な
ら
ぬ
事
、
設
ぴ
に
、
夫
れ
け
一
現
賛
の
社
命
日
関
係
を
表
現
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
ふ
事
で
あ
ろ
ο
仏
仙
の
一
第
二
の
貼
を
稽
々
別
箇
に
越
べ
る
需
に
・
窓
口
々
は
根
本
的
に
は
現
震
の
問
題
の
解
決
に
闘
心
を
向
け
て
居
る
o
広口々
一
一-
」ーノ、
は
、
此
の
研
究
の
最
初
の
一
一
章
に
於
て
1
分
析
さ
れ
る
問
題
の
中
に
存
在
す
る
相
関
々
係
の
現
象
に
就
て
の
夫
々
異
っ
た
様
相
守
護
九
し
た
c
A
7
や
五
日
々
は
、
す
べ
て
の
科
準
的
研
究
れ
出
残
熱
抵
ぴ
に
英
の
主
要
内
容
は
常
に
そ
の
護
辰
の
中
の
一
定
の
渇
程
的
段
階
に
於
げ
る
批
曾
入
品
肢
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ど
ι=日
ふ
事
が
出
来
る
o
比
の
事
は
今
日
の
間
同
躍
が
五
口
々
に
直
面
し
て
居
る
隠
の
特
殊
の
形
態
に
於
け
る
枇
曾
的
内
符
按
竣
見
L
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
一
宮
ふ
事
を
意
味
し
て
居
る
ο
静
態
理
論
必
本
府
県
に
就
く
の
五
口
々
の
明
確
な
認
識
は
、
菩
t
を
し
て
上
越
の
黙
を
五
口
々
の
一
科
壊
的
方
絵
が
有
つ
根
本
一
概
念
に
内
在
γ'
右
一
部
と
し
て
包
括
ぜ
L
め
る
に
蓬
ひ
な
い
。
こ
の
撃
は
五
口
々
た
し
セ
あ
ら
ゆ
る
純
粋
に
貴
的
な
研
究
を
拠
乗
せ
し
め
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
か
L
h
る
純
粋
に
量
的
な
研
究
は
意
識
的
な
、
或
ひ
ば
叉
意
識
の
明
確
で
な
い
静
態
論
的
仮
設
に
就
て
の
表
現
に
廼
き
な
い
事
を
五
口
々
ば
見
て
来
た
o
例
へ
ば
統
計
堅
、
郎
お
数
量
的
測
定
に
嗣
γ
る
科
撃
は
軍
に
量
的
分
析
の
桔
呆
を
立
設
す
る
際
に
於
け
る
手
段
と
な
る
に
過
が
己
な
い
の
で
あ
る
。
か
L
A
る
燃
に
於
て
.
主
口
々
は
本
論
文
の
初
め
の
万
で
引
用
し
た
モ
1
リ
ス
・
ド
w
ノ
ブ
に
よ
り
た
さ
れ
た
償
情
論
に
就
て
の
叙
述
を
初
め
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
o
数
量
的
分
析
‘
即
ち
其
の
世
話
礎
に
饗
動
の
要
因
を
含
ん
で
民
一
る
分
析
は
、
艶
動
過
程
の
理
解
か
ら
白
山
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
叉
特
定
の
個
々
の
事
象
ば
、
向
車
に
夫
れ
い
こ
闘
係
あ
る
地
の
分
野
仁
於
灯
る
移
成
物
と
t
J」
の
み
意
味
を
有
し
得
る
と
言
ふ
事
が
若
し
J
h
償
資
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
犬
れ
と
反
叫
刊
の
方
向
の
料
究
に
着
手
す
る
事
は
如
何
な
る
も
の
で
も
、
印
ち
、
特
定
の
個
々
の
事
象
か
ら
査
践
を
附
犯
す
る
と
言
ふ
如
き
事
は
患
に
個
々
の
特
定
の
部
品
棋
に
正
確
に
近
い
特
質
の
横
山
討
を
せ
し
め
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
夫
れ
は
あ
ら
取
る
俗
件
の
下
で
も
一
定
限
度
の
誤
謬
を
有
つ
も
の
で
あ
る
υ
明
確
な
債
依
論
に
到
す
る
必
要
は
今
や
了
解
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
ο
誤
謬
の
限
度
、
印
ふ
り
、
月
前
上
の
判
断
と
具
時
的
な
現
震
の
間
に
お
け
る
喰
注
ひ
は
縮
少
せ
し
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
九
百
一
日
ふ
高
宮
、
は
、
際
問
d
統
的
研
究
ガ
法
を
採
る
更
に
程
皮
の
一
向
い
理
論
家
に
よ
っ
て
も
認
め
ら
れ
て
居
る
υ
将
済
理
論
を
も
っ
と
動
態
的
な
も
の
た
ら
し
め
ろ
必
嬰
に
就
て
の
今
日
の
議
論
の
中
に
は
此
れ
の
霊
祭
よ
る
は
さ
れ
て
佐
ο
此
等
の
羽
刊
一
司
法
制
の
中
に
Pμ日
一
一
川
町
よ
の
慎
艇
が
今
日
ま
れ
て
目
的
ヴ
也
事
は
否
定
し
よ
う
と
は
し
な
い
o
然
し
管
一
際
ヒ
の
傍
値
以
上
の
何
物
で
も
な
い
ο
理
論
的
に
は
、
夫
等
け
樫
済
の
現
m
v
H
の
制
限
に
一
致
し
な
い
科
聞
学
的
方
法
を
極
済
の
現
質
と
一
致
プ
る
線
の
均
一
円
に
も
っ
と
引
さ
入
れ
よ
う
と
す
る
後
天
的
な
試
み
そ
表
明
一
ず
る
に
過
ぎ
な
い
ο
次
々
に
ぬ
る
均
衡
を
は
て
質
環
を
設
明
せ
ん
と
一
ず
る
研
究
方
法
と
張
気
循
環
の
話
過
程
が
函
教
的
に
分
離
し
て
照
る
事
と
の
理
論
的
問
聯
7
均
衡
吠
態
げ
‘
覧
際
に
昨
日
各
所
奥
の
企
業
に
就
と
咋
む
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
言
ふ
理
論
た
設
展
ぜ
し
め
た
組
静
堕
者
に
際
演
閉
館
ワ
に
於
叶
り
る
債
依
環
論
の
必
要
に
於
け
る
量
的
関
係
の
一
波
叫
が
)
無
意
味
な
も
の
と
す
る
に
去
っ
た
o
賢一際
に
経
済
過
程
の
述
摂
性
は
か
く
し
て
破
ら
れ
て
了
ひ
、
そ
し
て
『
一
艇
に
下
水
認
さ
れ
た
懇
一
訟
の
一
巡
績
性
』
は
続
済
の
現
質
よ
り
の
手
離
に
と
一
一
一
日
ふ
事
を
註
二
戯
牲
と
し
て
維
持
さ
れ
て
目
的
る
。
そ
こ
で
、
上
の
意
味
仁
於
け
る
問
題
の
M決
へ
の
接
担
方
法
と
言
ふ
事
は
、
五
常
な
理
論
の
定
式
化
と
は
な
ら
な
い
ο
し
か
し
斗
問
題
の
解
此
へ
の
接
坦
』
と
一
千
台
一
言
葉
に
就
て
は
第
二
の
意
味
が
あ
る
り
そ
し
て
犬
れ
は
ド
γ
ブ
ポ
逃
べ
て
郎
防
る
隠
の
意
味
で
あ
る
ω
吾
々
が
一
応
き
う
と
し
た
と
同
撲
に
、
紹
済
準
的
分
析
は
経
済
の
設
展
過
程
に
釣
r
J
る
正
確
な
る
理
解
を
な
す
高
に
よ
っ
て
の
み
始
め
得
る
ur--F
日
ふ
事
口
全
く
債
賓
で
は
あ
る
が
、
一
定
の
所
血
九
の
時
黙
に
於
て
は
、
管
陸
上
の
理
由
と
し
て
は
先
行
す
ろ
過
程
に
封
ず
る
分
析
ぞ
み
践
と
7
V
て
共
の
主
に
袈
反
せ
し
め
ら
れ
た
現
存
ー
す
る
解
決
手
段
を
用
ひ
て
居
る
と
言
ふ
取
も
同
様
に
異
質
で
あ
る
ο
換一出向す
れ
ば
、
此
の
先
行
す
る
遁
程
の
分
析
は
特
定
の
時
鮪
仁
於
け
る
一
定
の
所
興
の
世
帯
会
に
到
す
る
具
間
的
分
析
の
中
に
常
に
存
在
し
で
民
る
も
の
で
は
な
い
。
表
し
も
か
L
る
方
法
が
緩
け
ら
れ
、
叉
夫
れ
が
智
一
際
的
だ
か
ら
と
の
理
由
で
捜
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
主
日
々
の
分
析
の
結
果
ば
皐
に
『
問
題
の
解
決
に
近
似
し
て
隠
る
』
と
一
千
か
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
o
然
し
乍
ら
、
ド
y
ブ
J
h
指
摘
す
る
が
如
く
、
か
L
る
解
決
へ
の
近
似
は
『
将
来
の
抽
出
澱
に
就
て
の
一
定
め
形
態
を
1
1勿
論
夫
れ
は
あ
ら
ゆ
る
形
態
で
は
な
い
が
一
一
ニ
七
捕岨済息一
4
に
於
け
る
mm
値
理
論
の
必
要
••••••••• 
1
1
l保
ち
得
る
』
に
盟
逗
な
い
で
あ
‘
?
っ
し
、
叉
『
入
が
ぼ
扱
ば
ド
~
ど
す
る
-
現
象
の
複
雑
性
と
矛
盾
し
な
い
一
寝
首
度
の
普
遍
性
を
有
っ
た
形
態
』
を
議
り
上
げ
る
に
相
違
な
い
。
ハ
傍
賂
ぽ
筆
者
〉
此
の
引
用
句
の
中
に
含
ま
れ
て
居
る
婆
求
ば
、
吾
々
の
解
決
へ
の
接
近
方
法
に
就
て
の
性
質
を
認
識
す
る
た
ら
ば
充
分
仁
満
足
せ
し
め
ら
れ
る
o
此
の
精
神
的
這
日
封
印
ち
、
科
態
的
中
刀
法
ほ
如
何
な
る
時
割
に
於
て
J
h
賢
・
際
に
静
熊
的
で
は
な
い
し
、
叉
静
態
J . 
的
方
法
に
遅
い
万
法
で
用
ひ
ら
れ
る
の
は
全
く
一
時
的
に
渇
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
事
を
五
日
々
は
知
っ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
‘
理
化
ず
お
樫
済
の
現
賞
に
就
て
の
郁
究
方
訟
に
針
ず
る
再
整
理
は
1
出
来
る
丈
け
長
短
の
期
間
に
於
ど
獄
舎
縄
湾
設
展
遁
程
に
相
躍
す
る
段
階
に
針
す
る
分
析
諸
手
段
の
普
通
的
受
賞
性
を
十
分
に
再
検
討
す
る
一
事
に
よ
っ
て
の
み
犬
れ
を
矯
し
得
る
の
で
あ
る
o
諸
係
数
、
及
び
同
様
の
諸
方
法
を
詰
用
γ
ず
る
事
は
る
一
く
、
一
般
に
承
認
さ
恥
て
居
る
埋
論
と
樫
湾
の
現
賓
の
問
に
存
在
し
て
居
る
不
一
致
に
闘
す
る
震
寅
な
性
質
に
就
て
五
日
々
を
設=一
誤
ら
し
め
て
居
る
に
喝
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
ο
註
一
旬
・
戸
同
町
吋
ロ
3
2
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2
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性
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静
態
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料
情
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論
と
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熊
的
現
実
の
不
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出
血
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円
円
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毅
授
の
最
近
の
論
文
z
b
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一
口
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四
国
内
H
吋
宮
U
d
E
窓
口
M
0
4
V
2
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コ
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一
八
ハ
目
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ロ
o
S
M
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C
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ロ
H
H
H
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4
0
H
M内
FHM120・同日VHJ-r同白川淀川}HH申
h
w
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HVHYH
十
luuu
に
於
で
解
決
さ
れ
て
清
一
な
い
o
主
(
の
中
で
致
授
は
『
動
態
理
論
』
口
輪
廓
を
述
べ
る
係
に
折
日
氾
約
且
つ
準
備
的
だ
試
み
を
忽
じ
て
風
情
る
o
此
の
勤
態
理
論
の
性
質
に
就
て
敬
授
は
以
下
の
如
く
遮
J
1
で
居
る
O
吋
払
が
皮
肉
せ
ん
と
す
る
此
の
漣
論
の
明
硲
な
基
礎
は
決
。
一
一
一
つ
0
・
命
遅
か
ら
成
つ
で
滑
る
o
即
ち
、
m
一U
依
食
の
牧
入
の
水
準
は
、
貯
蓄
の
た
必
の
供
給
源
泉
に
と
っ
て
主
要
な
決
定
物
で
あ
る
と
言
ふ
事
、
つ
一
U
批
舎
の
収
入
の
増
加
率
は
貯
蓄
に
到
す
る
需
要
を
決
定
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
事
、
(
一
一
一
〉
需
要
は
供
給
に
等
じ
い
と
骨
一
口
ふ
事
の
一
一
一
つ
で
あ
る
己
ハ
ロ
y
ド
は
こ
与
で
三
つ
の
淘
蹴
聞
で
惑
掴
押
し
た
命
題
に
動
怒
論
を
人
れ
、
か
く
し
て
彼
の
経
済
現
論
を
よ
P
動
態
論
的
な
も
の
た
ら
し
め
主
う
と
試
み
て
居
る
。
然
し
乍
ら
、
か
九
る
山
刀
法
で
拍
臨
ん
で
居
る
が
、
紋
は
、
否
々
が
上
で
取
扱
っ
た
蕗
の
解
「
快
へ
の
接
近
・
一
刀
法
い
か
持
っ
と
同
じ
困
難
に
透
過
す
る
に
和
議
な
い
。
設
三
同
時
に
、
現
代
田
経
済
問
出
品
訴
の
中
で
は
盟
伸
一
人
と
し
で
か
L
る
不
一
致
が
等
賃
上
存
在
ナ
る
事
に
就
で
ケ
イ
シ
ズ
以
上
に
充
分
に
、
叉
絞
以
上
に
は
っ
き
り
と
議
ぺ
て
居
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
s、
今
や
若
々
は
慎
値
論
の
一
般
的
性
格
仁
就
て
の
研
究
に
濁
し
て
最
後
の
言
葉
を
附
一
日
~u
ず
る
事
が
出
来
る
o
五
日
々
ぽ
既
に
、
あ
る
一
昨
掛
か
ら
他
の
時
期
に
設
反
す
る
場
合
に
於
け
る
理
論
と
現
資
と
の
関
係
広
就
て
越
ベ
て
梁
た
。
E
2が
述
べ
て
来
た
異
勺
た
各
時
期
日
い
、
夫
れ
自
鰐
と
し
て
は
鞭
民
の
過
桂
と
し
て
且
は
れ
℃
ば
日
出
る
け
れ
ど
も
・
寅
際
に
は
大
な
ろ
自
民
展
過
程
の
一
様
相
で
あ
る
か
、
或
ひ
は
又
其
の
分
野
に
於
け
る
一
様
相
に
温
、
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
一
一
言
ふ
事
が
現
一
一
在
の
鑓
今
後
に
一
目
さ
る
べ
を
も
の
と
し
て
残
っ
て
居
る
o
五
口
々
は
前
に
、
あ
る
一
の
事
か
ら
他
の
事
に
蹄
深
化
し
て
行
っ
た
構
法
上
の
時
間
化
を
述
べ
て
具
っ
た
各
時
期
を
区
別
し
た
。
犬
れ
は
例
へ
ば
、
小
規
税
金
暗
示
組
織
が
ら
ん
民
社
企
業
へ
の
型
化
の
如
き
で
あ
る
。
個
人
企
禁
か
ら
硝
占
胞
の
哲
学
へ
の
媛
化
に
見
ら
れ
る
組
消
枇
舎
の
護
民
の
あ
ら
ゆ
る
昨
却
は
一
つ
の
包
拘
的
な
分
野
に
、
即
ち
自
由
な
努
刷
醐
止
管
法
艇
と
す
る
生
震
の
分
野
に
イ
へ
る
事
と
な
る
ο
此
の
大
な
る
設
展
の
過
程
は
更
に
長
奴
…
扮
働
又
は
奴
隷
労
働
の
如
き
別
の
基
礎
一
の
よ
rL立
つ
生
産
勉
強
と
鈴
限
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
ο
尖
の
各
々
は
組
済
の
渡
民
と
言
ふ
関
係
仁
於
て
ほ
臭
っ
た
分
野
安
静
結
っ
て
揺
る
の
で
あ
る
ω
十
本
論
文
は
此
等
議
論
皆
の
歴
史
的
た
正
確
さ
を
牧
討
吃
ん
と
す
る
場
所
で
は
な
い
o
勿
論
以
前
に
述
べ
ら
れ
た
如
く
、
思
粧
の
禍
酬
と
理
賓
と
の
一
殺
を
基
礎
と
ず
る
償
位
論
の
最
後
の
定
式
化
は
か
士
'O
般
討
を
も
含
ん
で
居
る
事
に
注
意
否
る
べ
き
で
あ
る
o
か
L
る
大
な
る
設
展
の
過
程
に
於
τ、
異
っ
た
各
様
相
は
組
済
理
論
と
同
様
に
、
結
済
の
現
賓
の
設
展
の
中
に
も
見
ら
れ
得
る
質
的
な
襲
化
『
)
ゼ
設
り
上
げ
て
居
る
ο
此
の
例
仁
就
て
極
く
輪
廓
丈
け
を
述
べ
て
置
か
う
Q
十
八
吹
畑
山
仁
移
円
た
時
、
樫
済
融
合
会
一
時
間
仁
と
っ
て
の
主
要
な
問
題
は
ア
〆
経
済
墜
に
於
け
あ
僚
出
恨
理
論
の
必
要
ム
・
ス
ミ
λ
時
代
の
経
済
問
明
者
の
分
析
の
中
に
一
訴
さ
れ
て
ぽ
化
。
サ
宍
の
賞
時
に
於
て
、
同
時
的
に
存
在
し
て
ゐ
た
静
嬰
出
品
県
商
主
義
の
保
件
の
下
仁
造
り
出
さ
れ
た
夫
れ
で
あ
っ
た
。
府
同
時
に
先
立
つ
時
代
の
経
済
的
基
礎
に
利
害
関
係
を
有
し
て
居
た
人
々
を
除
い
て
は
、
エ
抽
常
生
漆
に
闘
係
し
て
民
た
す
べ
て
の
人
々
は
根
本
的
に
は
金
工
業
生
産
の
設
展
に
閥
心
を
有
し
て
目
的
た
ο
か
く
し
て
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
日
稀
に
見
る
高
人
一
致
ぜ
る
開
明
不
hr一得た
u
夫
れ
に
介
在
す
る
中
間
の
時
期
を
根
過
す
る
と
も
限
界
数
回
則
一
説
に
誌
礎
を
崖
い
た
分
析
は
最
早
や
批
禽
全
般
の
闘
心
を
得
た
く
な
り
、
制
期
の
企
業
家
が
不
在
所
布
者
と
な
っ
て
行
つ
た
の
で
遺
骨
宋
枇
留
の
一
特
殊
の
人
々
丈
け
が
夫
れ
に
闘
心
を
有
し
て
居
る
と
言
ふ
事
を
一
品
日
々
は
瓶
一
め
て
明
瞭
に
見
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
同
時
仁
‘
一
方
で
は
樫
済
の
設
旧
民
に
就
て
ら
一
く
別
箇
の
呉
っ
た
理
論
を
定
式
化
し
た
賃
銀
勢
働
者
と
言
ふ
社
人
間
構
成
都
の
成
長
が
や
満
々
と
行
は
れ
て
居
た
Q
今
日
で
は
工
業
主
管
過
程
に
於
け
る
極
め
て
多
数
の
参
加
者
は
生
産
へ
の
積
極
的
参
加
に
山
判
ず
る
報
酬
と
し
て
賃
銀
及
俸
給
を
受
け
て
居
る
が
、
他
方
設
資
却
面
に
滋
ば
っ
て
一
回
る
人
々
の
数
一
口
微
々
た
る
も
の
と
な
っ
て
来
て
居
る
ω
か
く
し
て
今
日
の
宏
、
裂
な
問
題
は
再
び
全
一
生
産
過
程
の
問
題
と
な
っ
て
来
た
。
重
要
な
問
題
に
就
て
の
比
の
一
般
的
な
形
態
は
今
日
次
の
一
一
つ
の
形
態
で
現
質
に
現
は
れ
て
居
る
ο
印
ふ
り
其
の
一
は
、
生
産
に
参
加
し
て
数
の
駄
で
は
賢
一
六
の
桜
を
代
表
す
る
も
の
と
L
て
焦
圏
的
仁
議
長
ぜ
る
務
働
者
説
、
b
v
L
三
一
一
弘
緩
務
出
掛
e
に
於
け
る
無
償
理
論
の
必
要
東
厄
-
来
れ
と
同
様
応
、
カ
ー
ル
・
マ
V
ハ
イ
ム
の
『
己
一
同
を
用
ふ
れ
ば
『
泣
曾
の
淘
園
に
住
ん
で
居
る
』
知
識
人
の
群
に
よ
っ
て
現
賞
に
現
は
さ
れ
て
居
る
拶
態
で
あ
る
o
後
者
即
ち
第
二
の
場
合
は
、
不
在
所
有
に
よ
る
枚
入
広
よ
っ
て
夫
等
の
人
々
は
生
産
過
程
へ
の
積
極
的
参
-
加
か
ら
は
非
常
に
遠
ざ
か
っ
て
居
り
、
業
の
篤
夫
等
の
人
々
は
再
び
全
践
と
し
て
の
枇
曾
の
設
展
温
程
を
観
察
し
得
る
も
の
と
吾
々
は
考
へ
る
の
で
-
あ
る
o
前
者
の
形
態
を
代
表
す
る
極
湾
筆
者
は
マ
ル
グ
ス
及
英
の
後
継
者
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
廃
り
、
後
者
の
如
き
態
反
は
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
1
及
あ
る
種
反
に
於
て
は
ケ
イ
y
ズ
の
如
き
人
々
に
於
て
之
れ
を
認
め
得
る
の
で
あ
る
ο
苦
々
は
ζ
L
で
以
下
の
如
き
結
論
に
到
達
し
得
る
の
で
あ
る
o
第
一
に
l必
五
蛍
な
る
償
値
論
は
、
世
曾
組
織
の
襲
化
の
概
忽
を
含
む
べ
き
で
あ
る
と
一
宮
ふ
事
で
あ
る
o
第
二
に
、
観
察
さ
る
べ
き
過
程
は
相
互
に
闘
聯
を
有
す
る
人
間
の
活
動
を
一
示
す
も
の
で
あ
り
、
領
値
論
の
組
越
は
夫
れ
自
慢
が
一
】
の
質
践
で
あ
る
と
言
ふ
事
の
具
睦
化
の
上
に
E
蛍
な
償
値
論
は
共
の
基
礎
を
置
く
べ
ぎ
で
あ
る
。
第
一
一
」
に
か
L
る
枇
曾
組
織
の
襲
化
は
そ
の
質
的
題
化
と
同
一
で
あ
る
と
言
ふ
黙
で
あ
る
o
一
般
的
に
言
っ
て
、
吾
々
が
前
に
明
確
に
し
た
要
件
、
即
ち
E
鴬
な
償
値
論
は
、
特
定
の
枇
曾
構
麗
群
に
よ
4
句
作
ら
れ
る
局
限
さ
れ
た
限
界
を
超
超
ず
べ
き
で
あ
る
と
言
ふ
事
は
、
唯
に
椴
史
的
な
目
擦
を
明
確
化
す
る
の
み
で
な
く
、
賓
際
の
枇
曾
の
設
展
過
程
し
を
も
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
結
論
を
で
す
事
が
出
来
る
。
，，
 
コ一一
0
1
九
五
回
々
の
出
護
措
仁
立
返
っ
て
考
へ
る
に
、
混
同
々
に
役
立
つ
組
済
理
論
。
中
か
弘
一
つ
を
選
び
出
す
と
雪
一
回
ふ
問
題
は
夫
等
の
息
識
を
綿
穂
に
吟
味
し
「
、
且
つ
夫
等
話
準
設
が
英
の
・
阿
部
に
於
一
け
る
統
一
性
と
・
現
寛
べ
の
諮
用
可
能
性
を
有
っ
て
居
る
か
否
か
を
決
定
す
る
事
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
の
で
あ
る
o
此
の
統
一
性
と
趨
用
可
能
性
を
有
つ
事
の
必
饗
は
ょ
に
於
て
述
べ
ら
れ
て
居
る
o
こ
L
で
は
個
々
の
理
論
に
就
て
英
の
分
析
を
鰻
け
て
行
く
の
は
吾
々
の
意
闘
す
る
協
で
は
な
い
o
前
述
し
た
前
回
降
、
ざ
は
、
若
し
夫
れ
が
以
下
の
問
題
剛
ち
経
済
理
論
に
於
て
は
夫
れ
仁
同
有
め
、
且
つ
不
可
分
の
一
ー
部
と
し
て
償
値
論
の
必
要
が
あ
る
か
否
か
と
言
ふ
問
題
を
解
決
す
る
上
に
於
て
吾
々
の
助
け
と
な
る
な
ら
ば
共
の
目
的
を
達
成
す
る
で
あ
ら
う
。
債
値
論
の
必
要
を
否
定
す
る
す
べ
て
の
研
究
方
法
は
、
償
値
論
は
既
に
意
識
に
よ
ら
な
く
な
っ
て
居
る
静
態
論
的
研
究
方
法
で
あ
る
と
鮮
さ
る
べ
舎
で
あ
ら
う
o
鰹
済
理
論
に
関
聯
し
て
こ
-
A
で
述
べ
た
偉
他
論
の
必
要
に
就
て
の
諸
論
旨
は
以
前
に
一
の
全
鐙
の
中
に
統
一
さ
れ
て
居
た
鼠
弔
問
の
他
の
諸
分
野
に
於
で
も
同
様
の
正
蛍
さ
を
有
っ
て
居
る
@
長
一
涯
に
於
て
若
々
が
非
常
に
立
振
に
無
数
の
異
な
れ
る
分
野
の
襲
聞
に
分
解
し
た
惜
胞
の
曾
て
の
『
全
慢
と
し
て
統
一
さ
れ
た
態
向
』
が
、
か
く
て
再
建
せ
し
め
ら
れ
、
そ
し
て
再
び
五
口
々
の
住
む
世
界
に
就
て
の
統
一
さ
れ
た
姿
を
基
示
し
得
る
の
で
あ
る
ο
ハ
一
九
四
一
、
一
二
、
五
U
